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主な項目

局幹部と新規採用者（後列10名、６Ｐで紹介）

中部森林管理局に若い力１０名が仲間入り
未来を担うフレッシュマンを宜しく！未来を担うフレッシュマンを宜しく！
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四
月
か
ら
次
長
（
名
古
屋
事
務
所
長
）
を
拝

命
し
ま
し
た
金
口
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
現
場
と
し
て
は
二
年
九
ヶ
月
ぶ

り
、
中
部
森
林
管
理
局
は
初
め
て
の
勤
務
に
な

り
ま
す
。
当
局
管
内
は
日
本
の
中
央
部
を
太
平

洋
側
か
ら
日
本
海
側
ま
で
を
南
北
に
貫
く
地
域

を
管
轄
し
、
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
伝
統
、
そ

し
て
国
有
林
の
屋
台
骨
を
支
え
る
資
源
と
事
業

を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
部
局
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
は
大
変
光
栄
で
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　

国
有
林
野
事
業
は
平
成
二
十
五
年
度
の
一
般

会
計
へ
の
移
行
後
、
今
年
度
で
五
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
一
般
会
計
移
行
時
は
東
北
局
で
組

織
、
人
事
、
職
員
団
体
と
の
調
整
等
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
一
年
一

年
、
あ
る
い
は
も
っ
と
短
い
期
間
で
国
有
林
を

取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
現
場
で
業
務
に
携
わ
る
者
か
ら
す
れ
ば

何
処
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
林
業
の
成
長
産
業

化
、
森
林
吸
収
源
対
策
、
地
方
創
生
へ
の
寄

与
、
ま
た
森
林
環
境
税
の
検
討
な
ど
国
有
林
野

事
業
と
し
て
ど
う
貢
献
し
て
い
く
か
を
現
場
と

し
て
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
五
年
を
一

期
と
考
え
る
な
ら
ば
今
年
度
は
そ
の
一
期
目
の

最
終
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
の

検
証
を
踏
ま
え
二
期
目
の
こ
と
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
債
務
返
済
に
つ
い
て
は
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
で
す
。

し
か
し
こ
の
大
き
な
課
題
の
解
決
を
職
員
一
人

ひ
と
り
に
求
め
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
組
織
と
し
て
局
長
を
先
頭
に
目
標

を
立
て
実
績
を
積
み
重
ね
、
そ
の
実
績
を
も
と

に
外
に
向
か
っ
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
平
成

二
十
六
年
七
月
南
木
曽
町
梨
子
沢
で
発
生
し
た

土
石
流
災
害
、
ま
た
同
年
九
月
の
御
嶽
山
噴
火

に
よ
る
火
山
災
害
へ
の
対
応
が
評
価
さ
れ
、
局

治
山
課
と
木
曽
署
及
び
南
木
曽
支
署
が
今
年
二

月
に
人
事
院
総
裁
賞
を
職
域
部
門
で
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
授
賞
式
に
は
治
山
課
の
曽
我
治
山

技
術
専
門
官
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
も
職

域
の
立
会
人
と
し
て
前
職
の
林
政
課
管
理
官
と

い
う
立
場
で
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
職
員
の
努
力
が
模
範
と
な
っ
た
も

の
で
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
積

み
重
ね
こ
そ
が
国
有
林
野
事
業
を
継
続
さ
せ
て

い
く
力
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
、
こ

の
よ
う
に
発
揮
す
る
た
め
に
職
員
一
人
ひ
と
り

と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
最
後
に
自
己
紹
介
に
な
り
ま
す
が
、

出
身
は
九
州
熊
本
で
す
。
冒
頭
に
述
べ
ま
し
た

が
中
部
局
は
初
め
て
の
勤
務
で
す
の
で
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
中
部
局
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
金
口
次
長
の
略
歴

生
年
月
日	

昭
和
32
年
10
月
２
日

本　
　

籍	

熊
本
県

略　
　

歴	
	

熊
本
県
立
芦
北
農
林
高
等
学
校
林

業
科
卒
（
昭
和
51
・
３
）

昭
51
・
４	

	

熊
本
局
綾
営
林
署
事
業
課
須
木
製

品
事
業
所
に
採
用
後
、
上
屋
久
営

林
署
、
中
津
営
林
署
、
林
業
講
習

所
、
前
橋
局
平
営
林
署
、
水
上
営

林
署
、
林
野
庁
管
理
部
厚
生
課
、

業
務
部
業
務
第
一
課
、
指
導
部
計

画
課
、
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水

産
部
水
産
課
、
林
野
庁
指
導
部
基

盤
整
備
課
、
環
境
省
自
然
環
境
局

野
生
生
物
課
鳥
獣
保
護
業
務
室
を

経
て

平
17
・
４	

	

林
野
庁
森
林
技
術
総
合
研
修
所
教

務
指
導
官

平
19
・
１	

	

林
野
庁
森
林
整
備
部
計
画
課
事
業

効
果
分
析
専
門
官

平
19
・
４	

	

林
野
庁
森
林
整
備
部
研
究
・
保
全

課
課
長
補
佐
（
保
護
指
導
班
担

当
）

平
21
・
４	

	

林
野
庁
林
政
部
林
政
課
課
長
補
佐

（
渉
外
広
報
班
担
当
）

平
22
・
12	

広
島
北
部
森
林
管
理
署
長

平
24
・
４	
東
北
森
林
管
理
局
総
務
部
長

平
26
・
８	

	
林
野
庁
国
有
林
野
部
管
理
課
管
理

官
（
人
事
管
理
担
当
）

平
28
・
４	

	

林
野
庁
林
政
部
林
政
課
管
理
官
兼

課
長
補
佐
（
人
事
総
括
）

平
29
・
４	

	

中
部
森
林
管
理
局
次
長
（
名
古
屋

事
務
所
長
）

　

平
成
二
十
八
年
四
月
に
着
任
し
、
一
年
間
と

い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
前
回
平
成
二
十
二
年
か
ら
約
三

年
間
の
中
部
局
勤
務
を
経
験
し
た
の
で
、
途
中

林
野
庁
勤
務
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ず
っ
と
中
部

局
に
勤
務
し
て
い
た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。
ま

た
、
個
人
的
に
は
、
前
回
の
勤
務
で
行
け
な

か
っ
た
乗
鞍
や
奥
穂
高
に
も
出
か
け
る
こ
と
が

で
き
、
趣
味
の
テ
ニ
ス
も
職
員
の
皆
さ
ん
と
楽

し
く
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

　

業
務
で
は
、
名
古
屋
事
務
所
勤
務
が
多
く
、

各
種
会
議
の
ほ
か
に
木
材
の
販
売
や
流
通
を
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
こ
れ
か

ら
木
材
の
安
定
供
給
は
政
策
的
に
非
常
に
重
要

と
な
り
ま
す
。
一
方
で
国
有
林
の
債
務
返
済
は

益
々
厳
し
く
な
り
ま
す
。
少
し
で
も
今
後
の
参

考
に
な
れ
ば
と
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え

て
販
売
戦
略
に
つ
い
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
な
く
、

新
た
な
発
想
で
収
入
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
は
非

常
に
大
切
で
す
。
一
定
の
予
算
規
模
が
あ
り
、

国
有
林
か
ら
の
恩
恵
が
目
に
見
え
た
時
代
は
よ

中
部
森
林
管
理
局
次
長
交
代

次長

（名古屋事務所長）

金口　健司

お
別
れ
に
あ
た
っ
て

　
退
職
に
あ
た
っ
て

�

前
次
長
（
名
古
屋
事
務
所
長
）
木
村
　
大
助
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か
っ
た
で
す
が
、
今
は
公
共
事
業
予
算
も
年
々

少
な
く
な
り
、
地
域
で
の
存
在
感
が
薄
れ
て
き

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
地
域
か
ら
の
応
援
が
な
け
れ
ば
組
織
は
生
き

残
れ
ま
せ
ん
。
是
非
、
よ
り
多
く
の
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
国
有
林
の
取
り
組
み
が
認
知
さ
れ
る

よ
う
、
地
域
と
の
接
点
を
多
く
持
つ
よ
う
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

国
有
林
野
の
管
理
・
経
営
は
林
野
庁
で
は
な

く
現
場
の
林
業
技
術
者
が
担
っ
て
い
ま
す
。
現

場
で
培
っ
た
技
術
力
を
発
揮
し
、
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
我
々
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
す
。

　

毎
日
地
下
足
袋
を
履
い
て
現
場
を
歩
く
こ
と

で
、
森
林
を
見
れ
ば
そ
の
林
分
内
容
や
成
り
立

ち
が
分
か
り
、
将
来
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
針
広
混
交
林
に
誘
導
で
き
る
の
か
、
主

伐
か
ら
更
新
ま
で
の
作
業
を
ど
う
す
れ
ば
低
コ

ス
ト
で
省
力
化
で
き
る
の
か
、
崩
落
し
た
山
腹

に
ど
の
よ
う
な
工
種
を
施
せ
ば
安
定
す
る
の

か
、
経
験
に
裏
づ
け
さ
れ
た
技
術
を
実
践
し
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
我
々
の
存
在
意
義
で
す
。
特

に
こ
れ
か
ら
国
有
林
野
事
業
を
背
負
う
若
い
職

員
の
皆
さ
ん
に
は
、
常
に
現
場
と
向
き
合
い
な

が
ら
、
森
林
・
林
業
の
こ
と
な
ら
誰
に
も
負
け

な
い
と
い
う
自
負
と
誇
り
と
を
持
っ
て
林
業
・

木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
の
推
進
役
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
伝
統
の
あ
る
中
部
森
林
管
理
局
の

益
々
の
発
展
と
、
職
員
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
申

し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
」

 

［
資
源
活
用
課
］
木
材
を
活
用
し
た
公
共
土
木

工
事
等
の
「
優
良
工
事
事
例
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
、
長
野
県
県
産
材
振
興
対
策
協
議
会
が
主
催

し
、
平
成
二
十
八
年
度
で
第
七
回
と
な
り
、
長

野
県
内
の
各
森
林
管
理
署
等
を
は
じ
め
県
の
出

先
機
関
等
か
ら
十
八
件
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
八
工
事
が
優
良
事
例
と
し
て
選
定
さ

れ
、
三
月
二
十
一
日
に
長
野
市
の
ホ
テ
ル
信
濃

路
に
お
い
て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
有
林
か
ら
は
、
長
野
県
内
の
全
（
支
）
署

と
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所
か
ら
七
事
例
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
表
彰
事
例
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◦
長
野
県
知
事
賞

　

諏
訪
地
方
事
務
所　

吹
付
工	（
チ
ッ
プ
吹
付
）

◦
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

　

環
境
省
長
野
環
境
事
務
所　

木
道
整
備
工

◦
長
野
県
治
山
林
道
協
会
長
賞

　

中
信
森
林
管
理
署　

木
製
天
端
保
護
工

◦
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
長
賞

　

東
信
森
林
管
理
署　

木
製
校
倉
式
土
留
工

◦
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
長
賞

　

北
信
森
林
管
理
署　

丸
太
残
存
型
枠
工

　

松
本
地
方
事
務
所　

型
枠
工

◦
長
野
県
県
産
材
振
興
対
策
協
議
会
長
賞

　

国
交
省
千
曲
川
河
川
事
務
所　

木
工
沈
床
工

　

下
伊
那
地
方
事
務
所　

丸
太
筋
工

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に

「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
促
進

に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
等
に
よ
り
木
材
利
用

の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
長

野
県
産
土
木
用
材
の
よ
り
一
層
の
利
用
拡
大
を

図
る
活
動
の
一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

表
彰
式
に
先
立
ち
、
木
材
の
動
向
に
関
す
る

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、「
木
材
の
有
効
活
用
事

例
に
つ
い
て
―
環
境
パ
イ
ル
工
法
―
」（
兼
松

サ
ス
テ
ッ
ク
㈱
今
野
様
）
と
「
信
州
カ
ラ
マ
ツ

の
現
状
と
将
来
に
向
け
た
戦
略
」（
長
野
県
林

業
総
合
セ
ン
タ
ー
市
村
所
長
様
）
に
つ
い
て
講

演
が
あ
り
、
県
産
材
、
国
産
材
の
利
用
拡
大
に

向
け
て
更
な
る
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

公
共
事
業
に
お
け
る
木
質
土
木
用
材
を

活
用
し
た
優
良
工
事
事
例
コ
ン
テ
ス
ト
開
催受賞者と主催者の皆様

中信署の木製天端保護工（長野県小谷村）

東信署の木製校倉式土留工（長野県上田市）

北信署の丸太残存型枠工（長野県飯山市）
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［
治
山
課
・
森
林
整
備
課
］
平
成
二
十
八
年
度

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
、
三

月
十
三
日
に
中
部
森
林
管
理
局
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林
野
の
公
益
的

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
森
林
林
業
・
木
材

産
業
の
成
長
産
業
化
、
そ
の
他
の
事
業
実
施
に

お
け
る
施
策
効
果
を
一
層
発
現
さ
せ
る
こ
と
に

貢
献
し
た
治
山
・
林
道
工
事
で
あ
っ
て
、
民
有

林
の
模
範
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
表
彰
す

る
こ
と
に
よ
り
、
治
山
・
林
道
工
事
に
お
け
る

計
画
、
設
計
・
施
工
の
適
正
化
及
び
設
計
・
施

工
技
術
の
向
上
並
び
に
関
係
者
の
意
欲
高
揚
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
治
山
部
門
は
昭
和

四
十
二
年
度
、
林
道
部
門
は
昭
和
四
十
四
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
施
工
し

た
、
治
山
工
事
百
十
三
件
、
林
道
工
事
十
七
件

を
対
象
に
施
工
管
理
全
般
及
び
安
全
管
理
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
、
治
山
部
門
で
十
五
件
、
林

道
部
門
で
五
件
を
優
良
工
事
と
し
て
選
出
し
、

こ
の
中
か
ら
、
優
秀
工
事
と
し
て
治
山
部
門
四

件
、
林
道
部
門
二
件
を
林
野
庁
表
彰
に
推
薦

し
、
二
件
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
、
四
件

が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

優
良
工
事
と
し
て
選
出
し
た
、
治
山
部
門
の

十
一
件
、
林
道
部
門
の
三
件
と
、
農
林
水
産
大

臣
賞
と
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
工
事
の
現

場
代
理
人
、
主
任
技
術
者
、
監
理
技
術
者
並
び

に
監
督
職
員
が
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
佐
藤
森
林
整
備
部
長
が
審
査
報

告
を
行
っ
た
後
、
新
島
局
長
が
賞
状
を
授
与
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
農
林
水
産
大
臣
賞
・
林
野
庁
長
官
賞

の
授
与
式
は
局
長
表
彰
に
先
立
ち
、
二
月

　

星
尾
（
鍋
割
沢
川
）
復
旧
治
山
工
事

	

〈
東
信
署
〉

◇
宮
下
建
設
株
式
会
社	

（
伊
那
市
）

　

船
形
沢
地
す
べ
り
防
止
工
事	

〈
南
信
署
〉

◇
木
曽
土
建
工
業
株
式
会
社	

（
木
祖
村
）

　

小
木
曽
５（
中
の
小
屋
沢
）
復
旧
治
山
工
事

	

〈
木
曽
署
〉

◇
山
﨑
建
設
株
式
会
社	

（
飯
田
市
）

　

ト
チ
ボ
ラ
沢
復
旧
治
山
工
事	〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
森
本
建
設
株
式
会
社	

（
高
山
市
）

　

穂
高
（
柳
谷
）
復
旧
治
山
工
事	

〈
飛
騨
署
〉

◇
加
藤
・
坂
本
経
常
建
設
共
同
企
業
体

	

（
飛
騨
市
）

　

白
谷
復
旧
治
山
工
事	

〈
飛
騨
署
〉

◇
株
式
会
社
矢
野
土
木	

（
恵
那
市
）

　

鎗
ヶ
入
谷
（
東
谷
）
復
旧
治
山
工
事

	

〈
東
濃
署
〉

◇
株
式
会
社
加
藤
工
務
店	

（
中
津
川
市
）

　

臼
ヶ
久
保
（
コ
ハ
清
水
）
復
旧
治
山
工
事

	

〈
東
濃
署
〉

◇
今
泉
建
設
株
式
会
社	

（
岡
崎
市
）

　

金
沢
段
戸
（
神
越
川
支
流
）
復
旧
治
山
工
事

	

〈
愛
知
所
〉

〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
北
條
組	

（
長
野
市
）

　

殿
沢
林
業
専
用
道
新
設
工
事	

〈
北
信
署
〉

◇
株
式
会
社
宮
地
組	

（
大
桑
村
）

　

西
山
林
業
専
用
道
新
設
工
事

	

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
田
口
土
木
株
式
会
社	

（
中
津
川
市
）

　

	

高
時
山
（
カ
シ
モ
谷
）
林
業
専
用
道
新
設
工

事	

〈
東
濃
署
〉

審査報告を行う佐藤森林整備部長

表彰状授与の様子

二
十
一
日
、
林
野
庁
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
農
林
水
産
大
臣
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
大
宗
土
建
株
式
会
社	

（
南
木
曽
町
）

　

小
梨
子
沢
施
設
災
害
復
旧
外
１
工
事

	

〈
南
木
曽
支
署
〉

〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
新
津
組	

（
小
海
町
）

　

四
方
原
林
業
専
用
道
新
設
工
事	

〈
東
信
署
〉

◎
林
野
庁
長
官
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇	

中
越
興
業
㈱
・
宮
口
建
設
㈱
経
常
建
設
共
同

企
業
体	

（
南
砺
市
）

　

小
又
川
復
旧
治
山
工
事	

〈
富
山
署
〉

◇
大
協
建
設
株
式
会
社	

（
大
鹿
村
）

　

鳶
ヶ
巣
復
旧
治
山
工
事	

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
有
限
会
社
共
和
土
木	

（
恵
那
市
）

　

ホ
コ
ロ
沢
（
カ
ラ
ウ
ス
谷
）
復
旧
治
山
工
事

	

〈
東
濃
署
〉

〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
水
口
土
建	

（
高
山
市
）

　

鈍
引
沢
林
業
専
用
道
２
新
設
工
事

	

〈
飛
騨
署
〉

◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
新
栄
建
設
株
式
会
社	

（
立
山
町
）

　

ス
ゴ
一
の
谷
２
復
旧
治
山
工
事	

〈
富
山
署
〉

◇
猪
又
建
設
株
式
会
社	

（
糸
魚
川
市
）

　

冷
水
沢
復
旧
治
山
工
事	

〈
中
信
署
〉

◇
株
式
会
社
北
原
組	

（
小
海
町
）

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　表
彰
式
を
開
催

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　表
彰
式
を
開
催
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協定者を代表して挨拶する川村北信署長

表彰式終了後、受賞者と関係者全員で記念写真

協定調印後の協定書披露
向かって左から酒井長野森林組合長、西島長野市林務部長、
川村北信森林管理署長、立会人の塩谷長野地方事務所長

〔
現
場
代
理
人
、
主
任
技
術
者
、
監
理
技
術
者

並
び
に
監
督
職
員
〕

◇
小
梨
子
沢
施
設
災
害
復
旧
外
１
工
事

　
　

大
宗
土
建
株
式
会
社

	
監
理
技
術
者　

小
林　

秀
明

	
監
督
職
員　
　

祐
成　

亮
一

◇
四
方
原
林
業
専
用
道
新
設
工
事

　
　

株
式
会
社
新
津
組

	

現
場
代
理
人　

小
金
沢
教
夫

	

主
任
技
術
者　

新
津　

和
行

	

監
督
職
員　
　

大
西　

正
昭

◇
小
又
川
復
旧
治
山
工
事

　
　

	

中
越
興
業
㈱
・
宮
口
建
設
㈱
経
常
建
設
共

同
企
業
体

	

監
理
技
術
者　

柴
田　

辰
弥

	

主
任
技
術
者　

山
田　

耕
造

	

監
督
職
員　
　

吉
田　
　

一

◇
鳶
ヶ
巣
復
旧
治
山
工
事

　
　

大
協
建
設
株
式
会
社

	

監
理
技
術
者　

水
野　

弘
昭

	

監
督
職
員　
　

中
屋　
　

忍

◇
ホ
コ
ロ
沢
（
カ
ラ
ウ
ス
谷
）
復
旧
治
山
工
事

　
　

有
限
会
社
共
和
土
木

	

主
任
技
術
者　

堀　
　

豊
次

	

監
督
職
員　
　

津
野　

雄
一

◇
鈍
引
沢
林
業
専
用
道
２
新
設
工
事

　
　

株
式
会
社
水
口
土
建

	

現
場
代
理
人　

萩
野
下
邦
男

	

主
任
技
術
者　

岩
畑　

静
香

	

監
督
職
員　
　

安
江　

真
樹

 

［
北
信
署
］
三
月
十
四
日
、
長
野
市
の
長
野
県

長
野
合
同
庁
舎
で
、
長
野
地
方
事
務
所
管
内
で

は
初
と
な
る
「
長
野
市
若
穂
保
科
地
域
森
林
整

備
推
進
協
定
」
の
調
印
式
を
長
野
市
、
長
野
森

林
組
合
、
北
信
森
林
管
理
署
の
三
者
で
執
り
行

い
ま
し
た
。

　

対
象
の
森
林
は
、
保
科
山
国
有
林
全
域
一
、

三
四
二
㌶
と
民
有
林
二
〇
五
㌶（
長
野
市
有
林

三
四
㌶
、
個
人
二
十
九
名
所
有
の
私
有
林

一
七
一
㌶
）
合
わ
せ
て
一
、五
四
七
㌶
の
団
地

と
な
り
ま
す
。

　

協
定
調
印
式
に
あ
た
り
、
立
会
人
で
あ
る
塩

谷
幸
隆
長
野
地
方
事
務
所
長
か
ら
お
祝
い
の
挨

拶
後
、
協
定
調
印
者
を
代
表
し
て
、
川
村
北
信

署
長
か
ら
、「
森
林
・
林
業
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
中
、
民
有
林
と
国
有
林
が
面
的
な

ま
と
ま
り
の
下
に
、
間
伐
等
を
計
画
的
に
実
施

す
る
こ
と
で
森
林
の
健
全
化
、
森
林
資
源
の
有

効
活
用
、
雇
用
創
出
な
ど
に
よ
る
地
元
活
性
化

へ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
今
後
、

協
定
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
よ
り
多
く
発
揮
で
き

る
よ
う
協
定
者
一
同
取
り
組
ん
で
い
く
」
旨
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
協
定
に
基
づ
き
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一

体
的
に
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
行
い
、
森
林
の

持
つ
多
面
的
機
能
の
高
度
発
揮
と
、
木
材
資
源

の
循
環
的
利
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◎
林
道
担
当
者
設
計
等
打
合
せ
会
議

　

５
月
10
日
～
11
日　
　
　

中
部
局

◎
治
山
事
業
設
計
説
明
会

　

５
月
11
日
～
12
日　
　
　

中
部
局

◎
長
野
林
政
協
議
会
総
合
委
員
会

　

５
月
16
日　
　
　
　
　
　

中
部
局

◎
生
産
販
売
担
当
者
会
議

　

５
月
18
日
～
19
日　
　
　

中
部
局

◎
民
有
林
担
当
者
会
議

　

５
月
18
日
～
19
日　
　
　

中
部
局

◎
第
一
回
森
林
管
理
署
長
等
会
議

　

５
月
22
日
～
23
日　
　
　

中
部
局

◎
全
国
林
業
後
継
者
大
会

　

５
月
27
日　
　
　
　
　
　

富
山
県
黒
部
市

◎
全
国
植
樹
祭

　

５
月
28
日　
　
　
　
　
　

富
山
県
魚
津
市

◎
森
林
管
理
署
次
長
等
会
議

　

５
月
31
日
～
６
月
１
日　

中
部
局

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

若
穂
保
科
地
域
森
林
整
備
�

推
進
協
定
を
三
者
で
調
印
式
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①
静
岡
県
浜
松
市

②
旅
行
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

③	

早
く
仕
事
を
覚
え
、
国
有
林
の
業
務
を
通
し

て
国
や
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

①
愛
知
県
豊
田
市

②
マ
ン
ド
ラ
の
演
奏

③	

何
事
に
も
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
少
し

で
も
早
く
日
本
の
森
林
活
性
化
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

①
岐
阜
県
飛
騨
市

②
空
手

③	

新
し
い
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
努
力
を

し
、
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
ま
す
。
少
し
で

も
早
く
仕
事
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

①
長
野
県
諏
訪
市

②
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、
釣
り

③	

様
々
な
山
を
見
て
、
様
々
な
知
識
、
技
術
を

学
び
、
少
し
で
も
早
く
皆
様
の
力
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

①
静
岡
県
伊
豆
市

②
温
泉
め
ぐ
り

③	

仕
事
の
こ
と
、
地
域
の
こ
と
を
一
歩
ず
つ
覚

え
、
森
林
に
関
わ
る
人
、
暮
ら
し
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

①
長
野
県
下
伊
那
郡
天
龍
村

②
野
球
観
戦
、
狩
猟

③	

日
々
の
努
力
を
怠
ら
ず
、
一
日
で
も
早
く
中

部
森
林
管
理
局
と
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

①
神
奈
川
県
川
崎
市

②
ス
ポ
ー
ツ
、
特
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

③	

森
に
た
く
さ
ん
入
っ
て
森
の
声
を
き
い
た
森

林
造
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
岐
阜
県
高
山
市

②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
模
型
製
作

③	

社
会
人
と
し
て
の
常
識
を
身
に
つ
け
、
責
任

を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
職
場
の
方
と
の

交
流
を
深
め
た
い
で
す

①
岐
阜
県
下
呂
市

②
卓
球
、
散
歩

③	

社
会
の
一
員
と
し
て
マ
ナ
ー
や
礼
儀
を
大
切

に
し
て
精
一
杯
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
四
月
、
十
名
の
職
員
が
採
用

と
な
り
、
管
内
各
署
等
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
。

　

新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
の
抱
負
等
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

①
愛
知
県
春
日
井
市

②
登
山
、
旅
行

③	

少
し
で
も
早
く
先
輩
方
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
、
役
に
立
つ
人
材
に
な
れ
る
よ
う
、
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
日
々
精
進
し
努
力
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
。

磯
いそべ

部　陽
ようへい

平
（富山署）

黒
くろだ

田　浩
こうたろう

太郎
（北信署）

瀧
たきもと

本　りりこ
（木曽署）

本
ほんま

間　丈
たける

瑠
（飛騨署）

日
ひよし

吉　晶
あきこ

子
（岐阜署）

遠
とおやま

山　博
ひろあき

章
（東濃署）

横
よこかわ

川　慶
よしかず

和
（木曽署）

田
たぐち

口　立
たつみ

実
（南木曽支署）

鈴
すずき

木　里
り ほ こ

歩子
（中信署）

有
ありなが

永　��� 心
こころ

�
（南信署）
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【
富
山
森
林
管
理
署 

宇
奈
月
森
林
事
務
所
】

 

日
向 

秀
司 

森
林
官

　

宇
奈
月
森
林
事
務
所
は
、
富
山
県
東
部
の
黒

部
市
に
所
在
し
て
お
り
、
一
市
二
町
を
管
轄

し
、
国
有
林
面
積
三
八
、七
〇
〇
㌶
、
官
行
造

林
二
二
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
国
有
林
は
、
北
ア
ル
プ
ス
後
立
山
連
峰

の
鹿
島
槍
ヶ
岳
か
ら
黒
部
市
の
最
高
峰
白
馬

槍
ヶ
岳
、
後
立
山
連
峰
の
北
端
に
位
置
す
る
朝

日
岳
に
広
が
り
、
国
有
林
の
多
く
が
中
部
山
岳

国
立
公
園
、
富
山
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

部
内
の
事
業
は
、
山
岳
地
帯
が
中
心
の
た
め

木
材
生
産
事
業
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
電
源
開
発

に
係
る
施
設
敷
、
山
小
屋
や
登
山
道
等
の
貸
付

地
の
使
用
状
況
確
認
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
場
巡
視
の
時
に
は
、
山
小
屋
か
ら
の
要
望
や

問
題
提
起
が
多
く
、
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

署
担
当
者
と
相
談
を
行
い
環
境
省
自
然
保
護
官

や
富
山
県
自
然
保
護
課
等
と
情
報
共
有
を
密
に

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
山
で
は
、
富
山
署
と
関
係
市
町
村

で
設
立
し
た
国
有
林
野
保
護
管
理
協
議
会
に
よ

る
高
山
植
物
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
（
通
称
：
グ

リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
て
お
り
、
グ

リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
員
と
登
山
者
へ
の
高
山
植

物
保
護
の
啓
発
活
動
に
高
山
帯
を
駆
け
回
っ
て

い
ま
す
。
幸
い
、
登
山
や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
趣
味
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

山
岳
の
地
質
や
気
候
、
生
態
系
や
歴
史
な
ど
の

知
識
が
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
大
い

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

部
内
の
特
徴
と
し
て
は
、
山
岳
地
帯
で
あ
る

こ
と
か
ら
署
管
理
の
林
道
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と

こ
ろ
で
す
。
黒
部
峡
谷
へ
の
入
山
に
当
た
っ
て

は
、
黒
部
峡
谷
鉄
道
の
ト
ロ
ッ
コ
電
車
を
利
用

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
運
行
本
数
が
限
ら

れ
る
中
、
途
中
下
車
し
て
は
現
地
確
認
を
繰
り

返
す
こ
と
と
な
り
、
効
率
的
に
業
務
を
実
施
す

る
た
め
、
時
刻
表
と
の
に
ら
め
っ
こ
が
続
き
慌

た
だ
し
い
行
程
と
な
る
の
で
す
が
、
息
を
の
む

断
崖
や
深
く
険
し
い
谷
な
ど
、
目
を
見
張
る
自

然
美
が
疲
れ
を
癒
や
し
て
く
れ
る
電
車
で
の
移

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
黒
部
峡
谷
に
は
十
二
箇
所
の
発
電
所

が
あ
り
、
発
電
に
係
る
ダ
ム
も
数
多
く
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
貸
付
地
の
確
認
も

必
要
と
な
る
の
で
す
が
、
こ
ん
な
人
を
寄
せ
つ

け
な
い
よ
う
な
場
所
に
よ
く
ダ
ム
を
造
っ
た
な

と
、
先
人
が
苦
労
し
た
電
源
開
発
に
思
い
を
は

せ
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

環
境
省
福
島
環
境
再
生
事
務
所
か
ら
平
成

二
十
八
年
四
月
に
当
事
務
所
に
異
動
と
な
り
一

年
が
た
ち
ま
し
た
。
管
理
業
務
中
心
の
森
林
事

務
所
で
あ
り
、
山
岳
地
帯
で
の
業
務
は
転
倒
・

転
落
に
伴
う
災
害
の
危
険
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
足
場
の
確
保
や
慎
重
な
行
動
な
ど
安
全
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

唐松山荘から山頂を望む

高山植物保護パトロール

黒部峡谷鉄道のトロッコ電車

パトロール後の一息（立山（森）部内にて）
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◆
歴
史

　

足
利
幕
府
の
権
威
が
失
墜
し
、
実
力
だ
け
が

も
の
を
い
う
下
克
上
時
代
に
、
奥
三
河
で
は
三

氏
族
（
菅
沼
氏
、
奥
平
氏
、
菅
沼
氏
）
が
力
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

田
峯
城
は
、
こ
の
う
ち
田
峯
を
治
め
て
い
た

菅
沼
定
信
に
よ
っ
て
一
四
七
〇
年
に
築
か
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
五
代
目
城
主
菅
沼
定
忠
が
武

田
軍
に
従
っ
て
長
篠
合
戦
に
出
陣
し
ま
し
た
が

敗
退
、
武
田
軍
と
共
に
逃
れ
、
現
在
の
飯
田
市

に
お
い
て
徳
川
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
田
峯
城
は

従
兄
弟
菅
沼
定
利
が
徳
川
軍
の
命
に
よ
り
城
主

と
な
り
ま
し
た
。
一
五
八
三
年
、
菅
沼
定
利
が

飯
田
郡
代
と
な
っ
た
の
を
機
に
田
峯
城
は
廃
城

と
な
り
ま
し
た
。

　

田だ
み
ね
じ
よ
う

峯
城
は
、
愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町
の
寒

狭
川
の
渓
流
を
見
下
ろ
す
標
高
三
八
七
㍍
の
独

立
丘
稜
に
あ
る
山
城
で
す
。
本
丸
か
ら
見
下
ろ

し
た
寒
狭
川
の
蛇
行
と
城
を
い
た
だ
く
山
並
み

が
ま
さ
に
大
蛇
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
田

峯
城
は
別
称
「
蛇
じ
ゃ
ず
が
じ
ょ
う

頭
城
」「
竜
の
城
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

◆
内
乱

　

長
篠
合
戦
に
お
い
て
武
田
軍
が
大
敗
し
た

際
、
留
守
居
の
将
、
叔
父
の
定
直
と
家
老
今
泉

道
善
の
謀
反
に
あ
い
、
武
田
勝
頼
と
共
に
引
き

上
げ
て
き
た
菅
沼
定
忠
は
、
田
峯
城
に
入
城
出

来
ず
信
州
に
敗
走
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　

復
讐
を
誓
っ
た
菅
沼
定
忠
は
、
一
五
七
六
年

七
月
十
四
日
、
田
峯
城
に
夜
襲
を
か
け
て
謀
反

の
一
族
老
若
男
女
九
十
六
人
を
惨
殺
し
、
つ
い

に
主
謀
格
の
今
泉
道
善
を
刑
に
処
し
ま
し
た
。

　

謀
反
を
受
け
た
菅
沼
定
忠
の
怒
り
は
絶
大

で
、
今
泉
道
善
は
〝
生
き
な
が
ら
〟
の
鋸
引
き

の
刑
と
い
う
最
期
を
奥
三
河
の
地
で
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
現
在
の
田
峯
城

　

田
峯
城
は
、
新
東
名
の
新
城
Ｉ
Ｃ
が
開
設
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
年
間
二
千
四
百
名
の
方
々

が
訪
れ
る
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

設
楽
町
観
光
協
会
に
よ
る
と
、
入
城
者
数
は

五
月
と
七
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
等
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
を
機
に
隠
れ
た
戦
国
時
代
の
一
幕
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

① 

公
共
交
通
機
関　
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
の
本
長
篠
駅

か
ら
豊
鉄
バ
ス
田
口
行
に
乗
り
田
峯
下
車
、

徒
歩
十
五
分

② 

自
家
用
車　

国
道
二
五
七
号
線
を
田
峯
で
分

岐
し
町
道
を
約
五
分
上
が
っ
て
到
着

写真左は急峻な崖

独立丘稜に鎮座

菅沼一族の甲冑

田峯城本丸


